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【要旨】 

 

本研究は，新型コロナウイルス感染症（以下，

COVID-19）の受け入れを実施している急性期病院にお

いて，COVID-19 流行期に看護師長が直面している管理

業務に関する困難感について明らかにすることを目的

とした． 

半構成的面接法に基づき研究者が作成したインタビ

ューガイドを用いて質的記述的研究を行った． 

その結果，COVID-19 流行期に看護師長が直面してい

る管理業務に関する困難感は， 【病院規定の家族への

協力依頼】を除き，平時の管理業務と同様であった．

しかし，サブカテゴリーからは，コロナ禍特有の管理

業務に困難を抱えている様子が窺えた． 

以上より，COVID-19 のような新興感染症流行期にお

いて看護師長が困難に感じる管理業務は平時と比べて

大きく変わらないが，管理業務に対する対応頻度の増

加や流行期特有の複雑性があることが示唆された． 

 

【はじめに】 

看護師長の管理業務は，スタッフの看護ケアから患

者のケアの質を評価すること，適正にベッドコントロ

ールをすること，重要な情報収集と発信など 32 項目に

分類されると言われている 1）． 

2019 年，COVID-19 が全世界に広がり，日本国内の

医療現場は逼迫し，看護師長はウイルスへの恐怖と不

安を感じながら日々管理業務を行ってきた． 

COVID-19 患者専用病床を担当する看護師長は，何

度も病床運用状況が変更になる中で安全な環境を整備

することやメンタルサポート，一般診療患者を受け入

れている病棟との温度差への対応等の管理業務がある

ことが先行研究で報告されている 2）． 

一方，COVID-19 専用病床以外の看護師長の管理業

務を遂行する上での困難感については明らかになって

いない．しかし，実際には，COVID-19 を疑う患者と

一般診療の患者の双方を受け入れなければならず，業

務内容に変化が生じる日々の管理業務で，違和感を感

じていると推察された．そこで，今回，COVID-19 専

用病床以外の看護師長の管理業務における困難感を明

らかにしたいと考えた． 

 

【目的】 

本研究は，COVID-19 流行期における COVID -19

患者専用病床以外の看護師長の管理業務を遂行する上

での困難感を明らかにし，看護師長が得た経験をもと

に，新たな新興感染症の流行における病棟運営の支援

や精神的支援の一助になると考えた．さらに，看護師

長が困難に感じることを事前に予測でき，事前準備が

できることで安全な患者受け入れに繋がると考えた． 

 

【方法】 

半構成的面接法に基づき質的記述的研究を行う．研

究実施期間は，2022 年 7 月 20 日～2023 年 6 月で，

研究者で作成したインタビューガイドを用いた．研究

対象者は，2020 年 4 月以降，COVID-19 疑い患者及び

一般患者も受け入れている病棟で，かつ，COVID-19

患者専用病床以外の急性期一般入院料１を算定してい

る病棟の看護師長 6 名とした． 

管理業務に対する困難感の定義は，看護師長が管理

業務を行う中で難しいと感じること，悩んだこと，苦

しかったことを指す． 

調査方法は，研究対象者の選択基準を全て満たして

おり，同意を得られた研究対象者に対して対面でイン

タビューを行った．また，分析方法は，面接に基づく

逐語録から質的帰納的に分析しコード名に基づいてカ

テゴリー化した． 

倫理的配慮は所属施設の研究倫理審査委員会の承認

を得た．（承認番号：N2021-14） 

 

【結果】 

 研究に同意を得られた対象者は，6 名であった．主

要カテゴリーは，【診療制限がない中でのベッドコント
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ロール】【細やかな職員の体調管理】【勤務者の確保】

【師長のストレスマネジメント】【感染管理】【頻繁な

ルール変更に対するスタッフへの周知と遵守】【副師長

の管理能力】【病院規定の家族への協力依頼】【患者・

家族のトラブル対応】の 9 つカテゴリーとなった．サ

ブカテゴリ―は，【勤務者の確保】では＜度重なる勤務

調整や勤務者の確保＞＜不公平が無い勤務調整＞，【師

長のストレスマネジメント】では，＜未熟な理解の中

でのスタッフへの説明＞＜昼夜を問わない対応＞＜看 

護師長の経験の共有＞など，28 に分類された（表１）． 

 

表 1：COVID-19 流行期における看護師長の管理業務

に関する困難感 

 

 

【考察】 

COVID-19 流行期に看護師長が直面している管理業

務に関する困難感は，富永 17）の研究と比較すると，【病

院規定の家族への協力依頼】を除き，平時の管理業務

と同様であった．しかし，サブカテゴリーからは，コ

ロナ禍特有の管理業務に困難を抱えている様子が窺え

た． 

【病院規定の家族への協力依頼】については，これ

までは，病院規定を家族に対して協力依頼することは

なかったが，体調不良時に PCR 検査を行ってもらうな

ど，職員と同等の規定を家族に依頼していた．通常と

は異なる対応であることはもちろん，規定を家族にま

で求めて良いのか悩み困難を抱えていたと考える． 

【細やかな職員の体調管理】については，働き続け

る職員に対する体調管理や，陽性になった職員の体調

管理・メンタルケアも必要で，かつ，繊細に行う必要

があった．さらに，毎日電話で体調確認したり重症化

をしていないか等の通常よりも細やかな体調管理が必

要であり，困難感を抱えていたと考える． 

【勤務者の確保】については，通常であれば職員の

体調不良のみ就業制限がかかっていた．しかし，コロナ

禍では，職員の家族が体調不良であったり COVID-19

の感染による濃厚接触者となることで，職員の体調に

問題が無くても休職せざるを得ない状況が生まれた．

さらに，これまでよりも就業制限の期間が長かったこ

とから勤務調整の頻度が増えたため，勤務者の確保に

困難を感じたと考える．また，COVID-19 患者に対応

する病棟が立ち上がり，その病棟に職員が異動したこ

とで，部署の職員が減ったことも勤務調整に困難を感

じた要因であったと考える． 

【頻繁なルール変更に対するスタッフへの周知徹底

と遵守】については，通常でもルールに関する周知徹

底が困難であるにも関わらず，COVID-19 感染防止対

策に関する大量で複雑な情報が多方面から入ってきた．

管理者はその情報を周知徹底するために奔走するが頻

回に変更があった．そのため，管理者は，スタッフが

ルールを理解し感染対策を遵守行動できるよう周知徹

底することに困難を抱えていたと言える． 

管理者は，以上のようなコロナ禍特有の困難感を抱

えながら管理業務を遂行していたが，その経験や思い

を共有する余裕もなく，昼夜を問わない対応が必要と

なり，【師長のストレスマネジメント】に困難を抱えて

いたと考える． 

 

【結論】 

以上より，新興感染症流行期において看護師長が困

難に感じる管理業務は平時と比べて大きく変わらない

が，管理業務に対する対応頻度の増加や流行期特有の

複雑性があることが示唆された． 

本研究結果は，新興感染症流行期において看護師長

が困難に感じる管理業務が明らかとなったことで，看

護師長がそれらを念頭に置き予測的行動につながる一

助になる． 
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